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【　論　文　内　容　の　要　旨　】 
論文題目：コミュニケーションを誘発する食と緑の共的場づくりに関する研究 
氏　　名：江口　亜維子 
　本論文は、都市コモンズの概念をもとに今日の分断化された地域社会において、人と人、
人と場をつなぐ「共的場づくり」について実践的に研究したものである。 
　本論文は、全７章から構成されている。以下に、内容の概要を記す。 
序章 
近代化の過程で、明確な公・私の分断が進み、コミュニケーションが阻害された現代の地域
社会では、社会的孤立が多世代に広がる。本研究では、都市コモンズの概念整理をもとに、コ
ミュニケーションを誘発し、人と人、人と場をつなぐ「共的場づくり」の概念を提起した。食と
緑の活動による「共的場づくり」が、コミュニケーションが誘発し、万が一のときに発動する予
防的なセーフティネットを構築しうると仮説的に考えた。研究の目的を以下に設定した。① 現代
の生活環境において、食と緑の活動により、コミュニケーションを誘発する「共的場づくり」の
事例調査および実践へのアクションリサーチから共的場が表出しうる条件を整理し、その効果と
課題を明らかにする。② 人びとの関係が分断された現代の地域社会において、コミュニケー
ションを誘発し、共的な場を創出する手法を示す。 
第１章 
コモンズ研究の系譜の整理から、コモン化（Commoning）の概念および、主体的に場づくり
を行うプレイスメイキングの概念を整理し、「共的場づくり」を「市民が自ら住む生活環境にあ
る空間を共有資源として、そこに共同活動により、場を創出する行為」と定義づけた。また、共
的場づくりの評価指標を空間的要素・活動的要素・心理的要素とした。 
既往研究の整理から、空間的要素として、都市コモンズの一形態である団地屋外空間である
コモン、公と私の間に位置する中間領域に着目した。活動的要素として、生活環境においてコ
ミュニケーションを誘発する行為として、人の生活に密接である園芸活動・共食活動に着目し
た。特に、コミュニケーションを促し、強いコミュニティ形成に寄与するとされるエディブル・
ランドスケープに着目した。心理的要素としては、場所のアイデンティティに本質的に絡み合う
とされる場所の記憶、実践においては、活動への動機づけや、人と人、人と場所との結びつき、
関係性の変化に着目した。 
第２章 
研究の目的であるコミュニケーションを誘発し、人と人をつなぐ「共的場づくり」において
良好なコモン空間を理解するため、日本住宅公団設立初期に新しいライフスタイルのモデルとし
て建設された阿佐ヶ谷住宅（1958～2013年・東京都杉並区）のコモンを対象とした事例調査を
行なった。阿佐ヶ谷住宅のコモンは、建築家・津端修一により「個人のものでもない、かといっ
てパブリックな場所でもない」「市民や市民運動が自由に入り込めるルーズでオープンな余地」
として計画された。コモンは、柵などで物理的には区分されていないが、テラスハウスと中層棟
の配置で区分される空間タイプにより、住民と周辺住民によりゆるやかに使い分けがされてい
た。住民個人が、植樹し、管理を行える余地があったことで、緑を介した交流が生まれ、多様で
豊かな環境を形成した。住民による自主的な植栽活動、樹木そのものの成長、子どもの遊び、地
域住民の通行の活動が行われ、植物、遊び、子育てを介した軽微なコミュニケーションが発生し
た。複数の主体の手により成熟したコモンは、人びとの記憶が共有された共的場であったと考察
した。しかし、コンサルタントと行政の主導により、非公開、不透明なまま再開発計画が進めら
れ、2013年にコモン空間を含む阿佐ヶ谷住宅は一掃された。地域住民による反対運動も行われ
たが、賛成派・反対派の分断は顕著であり、また、個人地権者の多くは高齢となっていたことか
ら、コモンを評価しながら再開発計画を進めるような創造的対話は不可能であったと考察した。 
第３章 
共的場づくりにおける食と緑の活動の有効性を検証するために、住民参加ワークショップの
プロセスをアクションリサーチとし、地域の有用植物を活用し、分断された地域において人をつ
なぐ食と緑の活動の有効性を明らかにした。対象として、植物園跡地における住民参加の跡地活
用計画ワークショップを取り上げた。筆者は、ファシリテーターの一員として、ワークショップ
（WS）の企画と計画プロセスに参加し、アクションリサーチを実施した。聞き取り調査から、
伝統的な植物の利用は、高齢者世代に集中し、若い世代への継承が途絶えているものが少なくな
かったが、地域特有の有用植物が地域の歴史とともに、住民が愛着を持つ存在であることが意識
化された。また、従来の大型観光において形成された地域イメージの外来種の熱帯植物も、重要
な有用植物であることが、WSの過程で意識化され、外来種も地域の有用植物として展開しうる
可能性が示された。WSにより、植物園跡地の温室も含めた再活用計画とその利用や運営に関わ
る複数のプロジェクトがまとめられた。しかし、WS期間が終わり、行政主導で熱帯植物が生存
していた温室は撤去され、駐車場に整備された。温室の老朽化や管理・維持の課題もあったが、
プロジェクトの運営や、物理的な空間を維持管理する主体形成が行われるには、長期にわたる対
話プロセスが必要であったと考察した。 
第４章 
現代社会において、コモン的な空間を創出し、維持することは課題である。ここでは、自発
的で、低コストに、参加型で小さな実践をおこすゲリラ型アプローチに着目し、既存空間におい
て、一時的に場づくりを行う事例を取り上げた。著者が、メンバーの一人として、2012年3月よ
り行ってきた共同調理・共食をテーマにしたゲリラ型アプローチの場づくり「カレーキャラバ
ン」プロジェクトの80回の実践を対象に、共的場づくりがどのような空間で展開しうるかを検証
した。活動が展開しやすい空間として、私有地を地域に開くタイプがあり、私有地の接道部で人
びとがカレーを調理し、共に食べるという共同活動を行うことで、一時的に人があふれ出し、公
私の境界が曖昧になることで、共の場が表出した。ゲリラ的アプローチによる場づくりは、新し
い交流を生み出すきっかけや、新たな場づくり活動へ動機づけになることが見出された。カレー
キャラバンのその場に居合わせた人と対話の中でカレーを調理する行為は、その場にいる人とそ
の場に適応していくプロセスであり、カレーをつくり、共に食べるという活動のみならず、その
場を共につくっていく行為と言える。 
第５章 
第２章から第４章までに得られた知見をもとに、沿道において住民参加によりエディブル・ラ
ンドスケープを展開する「EDIBLE WAYプロジェクト」を立案し、実践でのアクションリサー
チ から「共的場づくり」の手法の効果と課題を明らかにした。対象地とした地区の約1kmの住
宅や店舗前の接道空間（沿道・私有地側）にプランターを置き、住民が食べられる植物を育てる
ことで、エディブル・ランドスケープを展開した。日々の管理活動に参加者が外に出るきっかけ
となり、またそれがコミュニケーション機会の増加につながった。沿道での他愛もないコミュニ
ケーションが増えたことは、地域での、万が一の際に作動しうるセーフティネットワークの基盤
としての可能性が見出された。アクションリサーチの中で参加者それぞれが、環境教育、地域の
見守りなど多様な価値を見出した。プランター栽培での野菜の収穫量は少ないことや、各家庭で
のプランターの自主的な維持管理、プロジェクトの持続性など課題はある。また、同じ手法を使
い、複数の地域での展開が始まった。各地での展開過程から、効果的な展開方法を検討すること
が、プロジェクトの今後の課題である。 
第６章 
最後に、コミュニケーションを誘発する食と緑の共的場づくりを空間的・活動的・心理
的要素からまとめた。 
空間的要素として、共的場づくりが展開しうる空間は、市民が介入できる余地空間であ
る。沿道空間に見出した公と私の境界に見出す余地空間は、それぞれの活動が個人的な活動
であっても、通行人と空間的、活動的、心理的に共有する要素がある。モノや行動が地域住
民のみならず、見知らぬ通行人ともコミュニケーションを誘発させ、強い結びつきではない
が、挨拶程度の関係性構築に貢献できると言える。また、ここで注目されるのは、個人が自
分の意思で、管理や整備、活動に関わることである。現在の都市では、共同管理が非常に難
しいと指摘される中、現代にコモンズを適用させる方向性として個人管理により創出される
場を共有していく方向性が見出された。 
活動的要素である、食と緑の活動の特徴は、緑の活動は見る・眺めるや挨拶程度の軽度なコ
ミュニケーション媒体となり、植物の世話もふくめ日常的行為である。共食活動は、食を分かち
合うイベント的行為であり、より深いコミュニケーションが誘発される。これらが相互的行われ
ることで、強い関係性へ発展しうる。緑の育てる、ケアする個人的な感情は、コミュニケーショ
ンにより、社会的に共有される感情となる。コミュニケーションによる分かち合いは、現代のコ
モンズに特有なインセンティブの仕組みであり、利他的な動機づけに貢献すると考察した。 
一人ひとりの手で、小さな活動から始めることができる食と緑の共的場づくりは、住民の主
体性を喚起させる持続可能なまちづくりへ展開しうる手法である。公と私が分断された現代社会
において、市民が主体的に自身の場をつくりだし、その協働活動により、コミュニケーションが
生まれる。挨拶程度の軽微なコミュニケーションは、万が一のときに発動する予防的なセーフ
ティネットとなりうる。食と緑の共的場づくりは、高齢化縮小化の社会において、市民の手で持
続可能で安心して暮らすことのできる住環境の創出に有効な動きと考えられる。 
